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今年度もあと1ケ月、時の流れは年齢とともに非常に早く感じられるようになりまし

た。十文字西地区の皆様、如何がお過ごしでしょうか。

ところで、県内公立高校入試制度が、今冬行われる２０２３年度入試から大きく変わ

りました。これまで１月下旬に行っていた「前期選抜」を「特色選抜」に改め、３月上

旬の一般選抜と同じ日程で５教科の学力検査を行うとのことです。試験日程を入学直前

に統一することで、中学校から高校へ学習面で円滑に接続することなどが狙いのようで

すが、有望なスポーツ選手の県外流出を懸念する声もあるようです。

さて、令和５年度からは横手市地区交流センター設置条例が制定されれば、十文字西

公民館が「横手市十文字西地区交流センター」に名称が変更されます。長年慣れ親しん

だ西地区館、西公民館、西支所等を一括して「十文字西地区交流センター」に名義変更

されます。名前が変更されても今まで通り御愛顧の程よろしくお願いします。

●地区交流センター事業の実施目的・・・・・

すべての地域において、拠点となる施設（公民館）の範囲内で住民自治を推進

するものであり、その範囲内に居住する地域住民により構成され、自主的な活動

ができる「自主運営組織」を育成し、地区交流センターを拠点とした自主的な活

動の活性化を目指す。

●地区交流センター事業（参考例）・・・・・

①地域の住民が自主的に行う地域活動に関する事業

②地域に密着した課題の解決に関する事業

③生涯学習活動

～ 偉人の言葉に学ぼう ～
◆心に響く「論語」より

「子曰く、約を以てこれを失う者は、鮮（すく）なし」

《意味》 慎ましくしていて、そのことによって人生を失敗する人は少ない。

「約」とは、控えめで質素なこと。倹約の意味もあります。

「約（つつまし）やか」とは、簡潔で要を得ていることや、つつましい

様子をさす言葉です。



　

晴天の下、旧植田小学校グラウンドでの「童っ子のまつり」以降３年ぶりでどんど焼きを実施しま

した。今回は、旧西中グラウンドに会場を移して初めての実施、主催の交流センター運営協議会委員

が中心となって無病息災、悪疫退散を願い神事を執り行いました。最後はみんなで記念撮影！

●年度末 … 弥生３月、早いもので令和４年度もしめくくりの月を迎えました。

今年度もコロナの影響で残念ながら中止になった事業が多くありました。

新年度からは地区交流センターとして新たなスタートを切ることになり

ますが、より良い地域づくりが出来るよう願っています。

どんど焼き 2/11（土） 十文字西スポーツ交流センターグラウンドにて


